
第7回いしかわ９２１研究会  
  

いしかわ９２１研究会では、多職種連携がうまくいった事例例や地域の新しい取り組みなどを、現
場から発信しております。  
今回は⼤大学病院と地域との連携をテーマにしており、7⽉月から引き続き第 2弾です。  
7 ⽉月の研究会では、⼤大学病院と地域の連携には次のことが必要ではないかとの意⾒見見が出ました。  
  

①患者・家族が意志決定できること  
②医師や看護師等が在宅宅⽣生活をイメージできること  
③退院カンファレンスが重要であること  
④地域の相談窓⼝口の周知や受け⼊入れ体制が整っていること  

     

そこで、第 2弾では①〜～④について事例例を通して、各職種が出来ることを  
学んでいきたいと思います。        
沢⼭山のご参加をお待ちしております。  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⽇日   時   平成 28年年 2⽉月 3⽇日（⽔水）   １８：３０〜～２０：００  

会   場   ⾦金金沢⼤大学附属病院   ４F   宝ホール  

テーマ   ⼤大学病院と地域との連携   第 2弾  

〜～安⼼心して地域に帰るために出来ること〜～  

対   象   ⼤大学病院と地域の医師、看護師、ソーシャルワーカー、地域連携室職員、

ケアマネジャー、訪問看護師、薬剤師、介護職員等  

  

プログラム  
１   実践報告「⾦金金沢⾚赤⼗十字病院の退院⽀支援の概要」  

説明：⾦金金沢⾚赤⼗十字病院ソーシャルワーカー   ⼩小⻄西英⼤大⽒氏  

２   事例例紹介「事例例からよりよい連携について学ぶ」  

         ・⼤大学病院から   ・ケアマネから   ・家族から  

□お申し込みは、次⾴頁の申込書にご記⼊入後、ファックスかメールでお送りください。  

申し込み・問い合わせ  

FAX   076-‐‑‒242-‐‑‒9827   メール office@ishikawa921.net  

 

 

 

 



第7回いしかわ９２１研究会申込書  

ファックス・メールにてお申し込みください。送信状不不要。  

ファックス番号   ０７６－２４２－９８２７  

メール      office@ishikawa921.net        

  

お名前   ご所属   ご連絡先（できればメール）   ML 登録  

           

           

           

           

           

           

           

     

いしかわ９２１在宅宅ネットワークでは、メーリングリスト登録者を募っています。登録をご

希望の⽅方は、「ML登録」に〇をしてください。  

  

  

準備の都合上、平成28年年 1⽉月 22⽇日（⾦金金）までにお願いします。  

いしかわ９２１在宅宅ネットワーク  


